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１．はじめに

「ペンギンシール２５９９Ｔｙｐｅ１－ＷＪ（１成分形変成シリコーン系）」において、

ＪＩＳ Ａ ５７５８ Ｆ－２０ＬＭ－９０３０（ＭＳ－１）の試験項目に準じて社内品質性能試験を

行いましたので、その結果について以下にご報告いたします。

２．試験材料

試験材料を表１に示す。

表１ 試験材料

３．試験方法

３．１ 試験の内容

実施した試験項目を以下に示す。

（１）スランプ

（２）弾性復元性

（３）引張特性

（４）定伸長下での接着性

（５）圧縮加熱及び引張冷却後の接着性

（６）水浸せき後の定伸長下での接着性

（７）体積損失

（８）耐久性（区分９０３０（ＭＳ－１））

３．２ 試験方法

ＪＩＳ Ａ １４３９：２０２２「建築用シーリング材の試験方法」に従って各試験項目の試験体

の作製・養生（１成分形）および試験を行った。なお試験体数は３個とした。適用する目地幅条

件を表２に、耐久性試験手順を表３に示す。

ペンギンシール２５９９Ｔｙｐｅ１－ＷＪ製品名試験材料

ニューグレー色

シーリング材 研究試作品（０１０４S）Ｌｏｔ．

４Ｌセット数量

プライマーＵＭ－２製品名

プライマー

Ｙ２０４ＫＬｏｔ．

５００ｍｌ数量

はけ塗り塗布方法

１時間オープンタイム

モルタル板アルミニウム板被着体
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表２ 目地幅の条件

表３ 耐久性試験手順

Ｆ－２０ＬＭ試験項目

伸長率：６０％ 伸張時の目地幅：１９．２ｍｍ弾性復元性

伸長率：６０％ 伸張時の目地幅：１９．２ｍｍ引張特性

伸長率：６０％ 伸張時の目地幅：１９．２ｍｍ定伸長下での接着性

拡大・縮小率：±２０％

拡大時目地幅：１４．４ｍｍ

縮小時目地幅：９．６ｍｍ

圧縮加熱及び引張冷却後の接着性

伸長率：６０％ 伸張時の目地幅：１９．２ｍｍ水浸せき後の定伸長下での接着性

９０３０（ＭＳ－１）
耐久性の区分

試験手順

２４ｈ時間
目地幅を１２ｍｍに固定し、

（５０±１）℃の温水中に浸せき
１

２４ｈ時間
目地幅の固定解除後、

（２３±２）℃, （５０±５）％ＲＨに置く
２

８．４ｍｍ目地幅

圧縮加熱３
－３０％変形率

９０℃温度

１６８ｈ時間

２４ｈ時間
目地幅の固定解除後、

（２３±２）℃, （５０±５）％ＲＨに置く
４

１５．６ｍｍ目地幅

引張冷却５
＋３０％変形率

－１０℃温度

２４ｈ時間

２４ｈ時間
目地幅の固定解除後、

（２３±２）℃, （５０±５）％ＲＨに置く
６

試験手順１～６

繰り返し１回
手順の繰返し７

２４以上

１６８以下
ｈ時間

目地幅を１２ｍｍに固定し、

（２３±２）℃, （５０±５）％ＲＨに置く
８

８．４～１５．６ｍｍ目地幅
目地幅の拡大・縮小

(５±１回/ｍｉｎ)
９ ±３０％変形率

２０００回回数
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４．試験結果

試験結果を表４に示す。

表４ 試験結果

５．試験結果のまとめ

本製品は、ＪＩＳ Ａ ５７５８ Ｆ－２０ＬＭ－９０３０（ＭＳ－１）に適合すると判断する。

―以上―

性能規格試験結果試験項目

３以下０５０℃

縦

スランプ（ｍｍ）
３以下０５℃

３以下０５０℃

横
３以下０５℃

６０以上６７弾 性 復 元 性 （ ％ ）

２ ３ ℃ ： ０ ． ４ 以 下

－ ２ ０ ℃ ： ０ ． ６ 以 下

０．２２３℃アルミニ

ウム板
引張応力

(Ｎ／ｍｍ２)

引張

特性
０．２－２０℃

破壊してはならない

破壊なし２３℃アルミニ

ウム板

定伸長下での接着性
破壊なし－２０℃

破壊なし２３℃モルタル

板 破壊なし－２０℃

破壊してはならない
破壊なしア ル ミ ニ ウ ム 板圧縮加熱及び引張冷却後

の接着性 破壊なしモ ル タ ル 板

破壊してはならない
破壊なしア ル ミ ニ ウ ム 板水 浸 せ き 後 の 定 伸 長

下 で の 接 着 性 破壊なしモ ル タ ル 板

１０以下３体 積 損 失 （ ％ ）

明確な異常が認められない

こと。

３個とも試料の溶解，

ひび割れ，膨潤，被着体か

らのはく離などの明確な異

常は認められなかった。

ア ル ミ ニ ウ ム 板
耐久性

(区分：９０３０)

この技術報告書は弊社の標準化された試験方法及び設備に基づき実施し作成されたものですが、材質、使用条件、環境などに

より相違する場合もありますので、当該性能を保証するものではありません。

従って、ご需要家各位で使用目的、条件に適用するかどうか十分ご確認の上、ご使用下さいますようお願い申し上げます。
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